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まちづくりコース H29-03 

地域ジャーナル講座（全２３回） 

実施期間 ４月１５日（土）～2 月１9 日（月） 

開講時間 １４：３０～１６：１５ 

定  員 ２０名 

 

開講曜日 月曜日 

受講場所 狭山元気プラザ 

受 講 料  １９，０００円 

保 険 料     ８００円 

＜講座のねらい＞ 

身近な情報を的確に発信するための知識と技術を身につけます。具体的には、人と情報をつなぐために狭山市

内のお勧めスポットや、注目の取り組みを紹介しながら学びます。地域を知ることは、自分自身の暮らしの豊

かさにつながります。発信ツールとしてのパソコンやデジカメのスキルを高め、制作による達成感も得られま

す。修了後は、〝スーパーハッピー都市さやま”を目指して情報を発信していきましょう。 

回 日 程 内  容 講師(敬称略) 

1 4 月 15 日(土) 
さやま市民大学入学式 

学長講話「地域づくりとひとづくり」 

さやま市民大学学長 

小山 周三 

2 17 日(月) 生きがい作りから始まる地域活動のためのジャーナリズム論 
敬心学園教員 

澤野 久美子 

3 24 日(月) 伝えるポイントと取材の仕方 〃 

4 5 月 8 日(月) わかりやすい文章の書き方 〃 

5 15 日(月) カメラの扱い方と撮影の仕方 〃 

6 22 日(月) 伝達力の高い本文以外の文章 〃 

7 6 月 5 日(月) 読みやすさのためのデザインの基礎 〃 

8 19 日(月) インタビュー集の編集・完成 〃 

9 26 日(月) 情報誌の制作プロセス 〃 

10 7 月 3 日(月) 身近な課題を発見し、伝え、解決するための企画立案 〃 

11 10 日(月) 『狭山ステキ発見』編集会議 〃 

12 24 日(月) 適切な取材と執筆 〃 

13 ９月 4 日(月) 著作権と人権保護の表現 〃 
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※ 都合により日程・講座内容を変更することがあります。 

＜講座修了後の活動事例＞ 

地域ジャーナル講座は平成 29 年度で 16 年目を迎えます。その間、250 名の修了生を送り出しました。

多くの修了生が情報発信の場面で「まちづくり」に協力しています。 

① 狭山市社会福祉協議会の情報誌ふれあいのなかの取材記事「ふれあいみつけた」を 13 年間担当してい

ます 。 

② 狭山台地域の修了生は、狭山台公民館と協力し合って「さやまだい公民館・地区センターだより」の制

作（取材、原稿執筆、レイアウトなど）を行っています。 

③ 狭山市「広報さやま」の「さやま・レポート」の取材・原稿執筆を行っています。 

④ その他、多くの地域ジャーナル講座修了生は、それぞれの地域で情報発信のお手伝いをしています。 

＜授業風景＞ 

  

回 日 程 内  容 講師(敬称略) 

14 9 月 25 日(月) 原稿整理と校正 
敬心学園教員 

澤野 久美子 

15 10 月 2 日(月) 『狭山ステキ発見』合評会 〃 

16 23 日(月) 書籍制作と原稿整理と校正・校閲 〃 

17 11 月 6 日(月) 講演会の取材の仕方と記事のまとめ方 〃 

18 20 日(月) まちづくり応援誌の編集方針と企画決定 〃 

19 １2 月 4 日(月) まちづくり応援誌制作 アンケートの活用 〃 

20 18 日(月) 間違いをなくす原稿整理の徹底 〃 

21 1 月 15 日(月) メッセージ性の高い表紙のデザイン 〃 

22 29 日(月) 一冊通しての構成、ストーリー性を活かしたデザイン 〃 

23 2 月 19 日(月) 
合評会 

「人の数だけまちづくりのスタイルがある」 
〃 


